


 

 

 

  

現在の愛知県政は全国トップクラスの財政

力がありながら、福祉・医療・教育などは

全国最低クラスです。 

一方、リニア（ＪＲ東海）、ＦＣＶ（トヨ

タ）、ジェット（三菱重工）といった大企業

支援のためと、国際展示場建設など大型「ハ

コモノ」には湯水のように税金をつぎ込む、

かたよった県政になっています。 

私は、福祉・くらし・教育を予算の主役

に切りかえる、県政改革をすすめます。 

 
 

●県で先生を増やし、３５人

以下学級を全小中学校で実施 

●豊田地域に知的障害の特別

支援学校の建設を 

●私立高校授業料無償化 

●運営費補助で保育料の１万

円引き下げ 

●「２００年かかる」山間地

域の急傾斜地崩壊の抜本対策 

●住宅の耐震リフォームに条

件なしの補助制度を 

●原発の核ゴミ埋め立て地の

立地には、絶対反対 

●設楽ダム建設は見直し  

●最低賃金１５００円で、 

８時間働けば暮らせる賃金に 

●中小企業・地場産業の育成

で地域内経済循環の活性化 

●給付型奨学金制度と奨学金

返済支援制度の創設  

●県補助金で国保税１人１万

円の引き下げを 

●消費税１０％への引き上げ

にはキッパリ反対 

●ブラック企業・サービス残

業の是正で過労死ゼロに 

●バス支援で公共交通充実 

 

●県の「福祉医療制度」縮小

を許さず存続を 

●介護職員の賃金・労働条件

の抜本改善 

●特養ホームの定員を４年間

で２万人増やす 

●障害者グループホーム拡充  

●知事が率先して「核兵器禁

止署名」にサインを 

●戦争遺跡の保存と被爆体験

の継承事業を 

●港湾や空港の軍事利用禁

止、寄港・航非核証明義務化 

●憲法を県政に活かす  

大村よしのり 

 

 

総務省統計の４７都道府県比較の順位で

見ても、「冷たい県政」の姿はクッキリ！ 

「統計で見る都道府県の姿 2018年」より 


